
木
更
津
市
消
防
出
初
式
が
、
平

成
3
 
1
年
1
月
2
0
日
(
目
)
旧
市
役

所
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
職
・
団
員
及
び
自
衛
隊
に

よ
る
行
進
か
ら
始
ま
り
、
式
典
で

は
消
防
団
員
を
家
庭
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
方
へ
の

「
内
助
功
労
」

や
、
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
へ

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
消
防
広
場

で
は
各
種
売
店
や
チ
ー
バ
く
ん
・

き
き
ボ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
合

し
、
来
場
さ
れ
た
子
供
た
ち
も
大

喜
び
で
し
た
。

最
大
の
見
せ
場
は
、
災
害
救
助

を
想
定
し
た
消
防
署
員
、
団
員
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
総
合
連
携

訓
練
で
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や

千
葉
市
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も

参
加
い
た
だ
き
、
実
際
の
災
害
現

場
の
緊
張
感
と
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。フ

ィ
ナ
ー
レ
は
会
場
全
員
で
火

災
・
災
害
ゼ
ロ
を
祈
願
し
た
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
を
行
い
、
大
空

に
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
舞
っ
て

感
動
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
か
ら
消
防
団
の
活

動
服
が
変
わ
り
気
持
ち
を
新
た
に

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
活
動

を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

平成30年火災件数(木更津市) (平成30年12月31目現在)

種別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 

建物 1 1 2 3 1 2 4 2 3 3 22 

林野 1 1 

車両 1 1 2 2 6 

船舶 1 1 

その他 2 5 2 1 2 4 1 1 18 

合計 1 1 3 8 5 2 6 8 2 4 4 4 48 



消
防
輩
や
搬
愚
垂
の
諾
意
走
術
へ
の
ご
理
解
を
!

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

自
動
車
は
、
火
災
現
場
で
の
消
火

活
動
や
傷
病
者
の
搬
送
な
ど
、
緊

急
性
の
高
い
用
務
を
行
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
災
害
現
場
や
医
療

機
関
に
到
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
道
路
交
通
法
で
、

道
路
の
右
側
部
分
に
車
体
を
は
み

出
し
て
走
行
す
る
こ
と
や
赤
信
号

の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と
な

ど
の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
I
 
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
よ
り
安

全
に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
自
動

車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
皆
様
の

ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
運
転

中
に
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤
色

警
光
灯
を
点
灯
さ
せ
た
緊
急
自
動

車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
に
は
、

安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
進
路
を

譲
っ
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な

緊
急
通
行
が
で
き
る
よ
う
ご
理
解

と
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

緊
急
自
動
車
が
接
近

し
て
き
た
場
合
の
対
応
…

…

-
葛
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∴
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塵
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∴
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☆
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
速
や

か
に
進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点
内

の
進
入
を
避
け
て
道
路
の
左
側

に
よ
っ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
狭
い
道
路
な
ど
で
一
時
停
止
す

る
場
合
に
は
、
消
防
車
や
救
急

車
の
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

罰
馴
割
引
剖

油
田

」
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
し
ま
す
か
?
̃

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と

公
共
交
通
機
関
が
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
後
に
多
く
の

人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始
め

る
と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か
ら

の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

災
害
時
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
救
助

活
動
、
救
急
活
動
に
支
障
を
き
た

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に

移
動
を
開
始
し
な
い

月
評
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
確

供
し
ま
し
ょ
う
。

☆
職
場
や
集
客
施
設
等
の
安
全
な

場
所
に
と
ど
ま
り
ま
し
ょ
う
。

☆
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を

入
手
し
ま
し
ょ
う
。

☆
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

̃
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
と
は
̃

地
震
、
噴
火
な
ど
の
災
害
の
発

生
に
よ
り
、
被
災
地
へ
の
通
信
が

増
加
し
、
つ
な
が
り
に
く
い
状
況

に
な
っ
た
場
合
に
提
供
が
開
始
さ

れ
る
声
の
伝
言
板
で
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1

伝
言
録
音
は
Ⅲ
←
1
し
市
外
局
番

か
ら
の
電
話
番
号
ま
た
は
携
帯
電

話
番
号

伝
言
再
生
は
Ⅲ
←
2
←
市
外
局
番

か
ら
の
電
話
番
号
ま
た
は
携
帯
電

話
番
号

※
千
葉
県
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
と
徒
歩
帰
宅
支
援
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通

情
報
な
ど
を
可
能
な
範
囲
で
提

供
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
準
備

で
き
る
こ
と

☆
最
低
限
3
日
間
程
度
を
目
安

に
、
家
族
構
成
や
住
居
地
域
に

合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
考
え
、

備
蓄
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

☆
毎
年
「
防
災
の
目
」
等
に
備

蓄
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
消
費
期

限
等
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
必
要

に
応
じ
て
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

☆
持
ち
出
す
備
蓄
品
は
玄
関
や

寝
室
等
に
置
き
、
す
ぐ
に
背
負

え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
食
料
品
や
日
用
品
を
少
し
多

め
に
備
え
、
日
常
の
中
で
消
費

し
な
が
ら
備
蓄
す
る

「
日
常
備

蓄
」
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

☆
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち

歩
き
ま
し
ょ
う
。

☆
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、

飲
料
水
や
食
糧
な
ど
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。



繭
路
付
近
の
消
防
消
火

備
に
つ
い
て

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
そ
う
」

と
い
っ
た
消
防
消
火
設
備
は
、
消

火
活
動
に
欠
か
せ
な
い
設
備
で
、

消
火
活
動
に
使
用
す
る
水
を
消
防

車
等
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
消
防
消
火
設
備
は
、

道
路
上
や
道
路
脇
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
、

写
真
の
よ
う
に
、
付
近
に
標
識
を

掲
げ
た
り
、
路
上
や
フ
タ
に
マ
ー

キ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
消
防
消
火
設
備
」

と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル
、

池
、
井
戸
、
河
川
な
ど
も
、
消
防

消
火
活
動
に
使
用
し
ま
す
。

消
防
消
火
設
備
付
近
へ
の
駐
車

車
両
が
障
害
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
か

ら
5
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
は
道

路
交
通
法
上
、
駐
車
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
 
。
消
防
消
火
設
備
の
周
辺

(
1
)
消
火
栓
か
ら
5
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

(
2
)
防
火
水
そ
う
の
吸
水
口
又

は
吸
管
投
入
孔
か
ら
5
メ
ー
ト

ル
以
内
の
部
分

(
3
)
防
火
水
そ
う
の
端
、
ま
た

は
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出

入
口
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
以
内
の

部
分

(
4
)
指
定
消
防
消
火
設
備
(
プ
ー

ル
、
池
、
井
戸
、
河
川
等
)

の

標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
位
置

か
ら
5
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

と
。
そ
の
他

(
1
)
消
防
機
械
器
具
の
置
場
(
消

防
自
動
車
等
の
車
庫
や
消
火
用

ホ
ー
ス
格
納
箱
等
)

の
端
、
ま

た
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す

ず
る
出
入
口
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

(
2
)
火
災
報
知
機
か
ら
1
メ
ー

ト
ル
以
内
の
部
分

(
3
)
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路

上
に
3
・
5
メ
ー
ト
ル
以
上
の

余
地
が
な
い
場
合
。

※
消
防
消
火
設
備
は
、
消
火
活
動

及
び
訓
練
以
外
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

木
更
津
市
消
防
団
で
は
、
消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ろ
ば
、

自
分
た
ち
で
守
る
。
」

共
助
の
中
心
と
な
り
、
地
域

院
災
の
た
め
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
は
誰
に
で
も
参
加
で

き
る
活
動
で
す
。
そ
ん
な
あ
な

た
の
チ
カ
ラ
が
消
防
団
に
は
必

要
で
す
。
会
社
員
の
方
、
自
営

業
の
方
、
主
婦
の
方
な
ど
、
年
齢
・

性
別
・
職
業
を
問
わ
ず
、
色
々

な
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

木
更
津
市
で
は
2
0
1
6
年

4
月
に
機
能
別
分
団
女
性
部
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
機
能

別
消
防
団
は
よ
り
多
く
の
市
民

が
消
防
団
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
役
割
を
特
化
し
、
時
間
の

許
す
範
囲
で
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
、
2
0
0
5

年
よ
り
全
国
で
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

機
能
別
分
団
女
性
部
は
、
女

性
特
有
の
優
し
さ
、
き
め
細
か

さ
を
活
か
し
防
火
防
災
意
識
の

普
及
啓
発
活
動
、
市
民
へ
の
応

急
手
当
普
及
啓
発
活
動
、
災
害

時
に
お
け
る
後
方
支
援
活
動
を

目
的
と
し
て
、
現
在
活
動
中
で
す
。

木
更
津
市
で
は
、
消
防
団
員

の
加
入
促
進
や
消
防
団
活
動
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
木
更
津

市
の
消
防
団
員
と
し
て
地
域
貢

献
を
行
っ
た
大
学
生
や
専
門
学

校
生
を
評
価
し
、
認
証
す
る
「
木

更
津
市
学
生
消
防
団
活
動
認
証

制
度
」
を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。

木
更
津
市
に
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
在
学
す
る
1
 
8
歳
以
上
で
、

健
康
な
人
な
ら
入
国
で
き
ま
す
。

女
性
や
学
生
で
も
入
国
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
入
団
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

木
更
津
市
消
防
本
部
警
防
誤

審
0
4
3
8
1
2
3
1
9
1
8
4

掌
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平
成
0
0
年
1
 
1
月
4
目
(
日
)
旧

木
更
津
市
役
所
敷
地
内
に
て
早
出

し
放
水
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。本

大
会
は
初
の
試
み
と
し
て
、

全
て
の
分
団
・
部
に
配
備
さ
れ
て

い
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
活
用
し

て
放
水
な
ど
の
指
示
伝
達
を
行

い
、
よ
り
実
践
的
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

《
ポ
ン
プ
車
の
部
)

▽
優

勝
4
分
団
3
部
(
久
洋
間
)

▽
準
優
勝
2
分
団
1
部
(
桜

井
)

▽
第
3
位
8
分
団
2
部
(
両
軸
橋
.
)

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)

▽
優

勝
7
分
団
3
部
(
鵠
韓
根
.
)

▽
準
優
勝
1
分
団
1
部
(
中

央
)

▽
第
3
位
8
分
団
6
部
(
下

郡
)

▽
第
4
位
2
分
団
5
部
(
旭
鵜
飼
.
)

▽
第
5
位
8
分
団
4
部
(
真
里
谷
)

▽
第
6
位
4
分
団
6
部
(
西

山
)

優
勝
チ
音
ム
紹
介

《
ポ
ン
プ
車
の
部
)
4
分
団
3
部

(
久
津
間
)

指
揮
者

1
番
員

2
番
員

3
番
員

4
番
員

岩三飯三烏

崎 浦塚満載

龍
太
郎

翔 麻大慶

太希輔祐

部
長
コ
メ
ン
ト

近
藤

祐
基

4
連
覇
を
目
指
し
て
い
た
6
月

の
操
法
大
会
で
は
準
優
勝
と
い
う

結
果
に
終
わ
り
、
団
員
一
同
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
早
出
し
放

水
競
技
大
会
で
は
「
必
ず
優
勝
し

よ
う
」
と
日
々
訓
練
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
優
勝
す
る
こ
と
が
出

来
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
訓
練
を
怠
ら
ず
、
消
防
団
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

く
所
存
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)
7
分
団
3
部

(
井
尻
・
曽
根
・
牛
袋
野
)

指
揮
者

伊

藤

も
1
番
員

宮

崎

2
番
員

西

川

3
番
員

鳥

海

裕 隆定

剛治弘信

部
長
コ
メ
ン
ト

伊
藤

剛

こ
の
度
、
近
年
2
度
目
の
優
勝

を
飾
る
事
が
で
き
、
団
員
一
同
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
大
会
は

消
防
車
両
が
新
し
く
な
り
、
更
に

は
新
ル
ー
ル
と
な
っ
た
初
め
て
の

大
会
で
あ
り
、
全
員
が
必
ず
優
勝

す
る
と
い
う
意
志
を
も
っ
て
臨
み

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
や
家
族
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

練
習
を
重
ね
た
結
果
、
優
勝
と
い

う
最
高
の
恩
返
し
が
で
き
た
事
に

団
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
月
1
 
7
日
(
日
)
に
消
防
団
春

季
消
防
演
習
を
市
内
3
か
所
で
実

施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
激
増
か
つ
複
雑
多
様
化
す
る

災
害
に
対
処
す
る
為
、
木
更
津
市

消
防
本
部
、
木
更
津
市
消
防
団
な

ら
び
に
隣
接
す
る
袖
ヶ
浦
市
消
防

団
と
の
合
同
演
習
を
袖
ヶ
浦
市
打

越
で
実
施
し
、
木
更
津
市
消
防
団

か
ら
は
3
分
団
、
7
分
団
が
参
加

し
ま
し
た
。

袖ヶ浦市打越取水施設

消防用水の確保を目的に訓練

(生コンミキサー車)

訓
練
で
は
各
市
の
消
防
団
災
害

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
隣

接
消
防
団
組
織
間
相
互
の
連
携
強

化
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
市
内
2
か
所
(
木

更
津
市
下
水
処
理
場
、
富
岡
小
学

校
)

で
も
実
施
さ
れ
、
消
防
団
員

の
参
集
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
及

び
大
規
模
火
災
対
応
訓
練
を
実
施

し
、
実
災
害
活
動
を
検
証
し
ま
し

た
。あ

わ
せ
て
、
水
災
害
に
備
え
土

の
う
作
り
や
積
み
方
を
、
消
防
職

員
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土のう作成設置訓練(富岡小)


